
明野中学校 不登校対策プラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

取 
 

組 

情報モラル教育① 
 
○生徒理解研修 
 
 
 
 
◆生徒指導委員会 

SST① 
二者懇談 
○生徒理解研修 
 
 
 
◇学校運営協議会 

情報モラル教育② 
教育相談 
SOS の出し方教育
① 
 
・いじめアンケート 
・教育相談アンケー
ト 
◆生徒指導委員会 

SOS の出し方教育
② 
三者懇談（３年） 
苫小牧いじめサミ
ット 
生活向上週間 
・学校評価生徒アン
ケート 

 
 
 
 
 
 
◇学校運営協議会 
◆生徒指導委員会 

こころの授業 ＳＳＴ② 
教育相談（３年） 
○生徒理解研修 
・教育相談アンケー
ト 
 
◇エリア会議 
◆生徒指導委員会 

情報モラル教育③ 
・いじめアンケート 
三者懇談（３年） 
 
 
◇学校運営協議会 

生活向上週間 
・学校評価生徒アン
ケート 
◇エリア会議 
◆生徒指導委員会 

教育相談（１２年） 
・教育相談アンケー
ト 

情報モラル教育④ 
三者懇談（１２年） 
 
 
 
◇学校運営協議会 
◆生徒指導委員会 

 
 
〇明野小引継ぎ 

□担任による電話または家庭訪問 

□教頭への連絡 

□児童生徒の実態把握 

□保護者から聞き取り（欠席理由の記録化） 

□病気欠席の場合は、医療機関の診察結果を確認 

□欠席の理由によらず家庭訪問（担任以外も可） 

□校⾧への連絡 

□児童生徒の状況、今後の支援方針を校内（学年）で共有 

□保護者との教育相談 

□「児童生徒理解・教育支援シート」を作成 

□生徒指導委員会による分析とアセスメント 

□全教職員で情報の共有、支援体制の構築 

□学校・関係機関との連携・協力 

□病気欠席の場合は、医療機関との連携 

生徒指導の機能を発揮した授業,学級経営 

主体的・対話的で深い学び←個別最適な学びと協働的な学び 

振り返り帳 

SOS の出し方教育 
生徒理解交流会 

教育相談 

いじめ調査 

情報モラル教育 

SC 特設授業 

居場所づくり 

絆づくり 
特別支援教育への理解 

SST/SEL 

考え議論する道徳 主体的な行事参加 

サポートルーム 

関係機関連携 

オンライン学習/相談 

地域とのふれあい 

生徒指導委員会/組織的な取組 

《方針》Ⅰ 生徒、家庭の実態、状況、困り感に応じた社会的自立を支援する。 
      Ⅱ 教育活動全体を通して二軸三類四層構造による対策を実施する。 

《実践Ⅰ》Ⅰ1 生徒指導委員会を定期的に開催し、係を中心に組織的に対応する。 
Ⅰ2 支援シートを作成し、的確な実態把握とアセスメントに基づいた支援を行う。 
Ⅰ3 生徒の実態により担任以外に支援できる教員、関係者を増やしていく。 
Ⅰ4 端末の活用など、学びの方法や人とつながる手段を多角的に検討する。 
 

《実践Ⅱ》Ⅱ1 不登校の未然防止を図るプロアクティブな生徒指導を充実させる。 
      Ⅱ2 生徒指導の機能を発揮した居場所づくり、絆づくりを推進する。 

Ⅱ3 SST、SEL の実施については指導部を中心に研究、検討する。 

不登校が発生しにくい環境、 

文化、風土の醸成 

不登校の未然防止や深刻化させない教育

活動の展開と早期発見の手立ての充実 

不登校の初動対応（きっかけの解消、真因の追求、家庭との連携） 

中長期的な視点も持った 
組織的かつ段階的な学びの保障と自立支援 

方 針 

実 践 Ⅰ 

実 践 Ⅱ 

＜構成員＞  校⾧、教頭 

教務主任、生徒指導主任、（不登校係） 

学年主任、養護教諭、CO（担任、SC） 

＜開 催＞ 

定期(２カ月に１回)、必要な場合 

＜内 容＞ 

児童生徒理解・教育支援シートを活用した

不登校生徒の実態把握とアセスメントの作

成、確認 

生 徒 指 導 対 策 委 員 会

組織的な対応 

指
導
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